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．北海道幌満鉱山ニッケル鉱床概査報告
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Nickel　Depgsit　of　Horo畑n　Mine，，Hokkaido

by

Aklra　Takabatake＆Satoru　Umemoto

　　Brief’infQrm．atiQn　o尊the　Hoてoman　nickeliferous　pyrrhotite　deposit　in　the　Eidaka

撫ountain　range，Hokkaido，is　g至ven　i血this　paper．

璽．緒　 言

昭和27年8月上旬の4日間，北海道幌満鉱山ニッケ

ル鉱床を概査した。鉱石についての詳細な報告は後日に

譲り，とりあえず鉱床の概要をこΣに報告する。

2．位置および交蓮

鉱床は北海道様似郡様似町幌満，幌満川支流のオピラ

ルカオマグプ川上流にあり，交通は目高線終点様似駅よ・

り国鉄バス日勝線で幌満に至り，こ玉から幌満川に沿っ

て遡ること約20kmで山元に蓬する。な，お幌満市街地

より山元まではトラックを通ずる。た黛し冬期は馬醗に

よるほかない（第1図参照）。

嚢隆，

樵裳碑

3．沿革および現況

鉱区番号　日高：支廃採掘第10・13・18・48号

．鉱業権者富本L朝二．
昭和10年現鉱業権者がニッケル鉱区を出願・その後

多くの人の調査によづて有望な鉱山であることが確めら

れ，昭和18年本格的な開発に着手し若干の出鉱を見た

が，終戦とともに休山，昭和26年一時採掘が行われた

が，ふたxび休山して今日に至つている。

現在までの生産量は下記の通り：
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現在山元に「ムク」鉱数ユOtの貯鉱がある。

4．地質および鉱床

鉱床附近は日高系の変成岩すなわち逆入片麻岩・黒雲

母片岩。ホルソフェルス等とこれらを貫：ぬく蛇紋岩。撒

濱岩・閃緑岩質斑礪岩・花歯岩等を主とし，これらの裂
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地質調査所月報（第4巻第11与）

　　　　　　　　　　　　　　　　　／1又．

　　　　1☆．1．9彪嚢』

　　　　　　第2圖・　幌満鉱山第一金山澤鉱床主要部坑道分布圖　’

罐に沿つて逆入した優白岩質岩脈があ、る。

母岩をなす閃緑岩質斑糖岩は概覧石をほとんどまつた

く欠き，角閃石に富むもので，所によつては相当量の黒

雲母を含みしばしば石英が見られる。すなわち本鉱床の

母岩はこの地域に広く見ら恥る舞基性岩に比べて酸性の．

岩類に属する。
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鉱床は上記の閃緑岩質斑礪岩中の正岩漿性ないし高濫

熱水性含ニヅケル磁硫鉄鉱である。鉱石は緻密塊状のい・

わゆる「ムク」鉱と鉱染鉱の2種があつて，前者は特に鉱

化作用の著しい部分に産する。なお「ムク」鉱は鉱染鉱

に比し量的にきわめて僅かである。鉱染鉱を見かげ上か

らさらに分類すれば，母岩中に鉱石が斑点状に分散して

第　1　表
番号

1
2
、
’3

4
5
6
7
8
9
10

11
12
13
15
ユ6

17
18
19
20
21

22
23
24
25
26

27
28
29

試料採取地点　。

国當4号坑　同　上
　同　上
　同　上国富3号一坑
　同・上
　同　上
　同　上
　同　上
　同　上
　同丁上
　同　上
　同

1上

　同　上
国富2号坑
　同　上
　同　上　・
国宝3号坑国宝2号坑国宝1号露頭西端

大勝2号坑坑口
岩一戸鉱露頭
天照鉱露頭
　同．上
近道鉱露頭
山根鉱露頭毘沙門鉱露頭
　同　上

Ni％

0．49
0。36
0．12
0．02
0．83

1．06
0．24
0．27
0．38
0．19
0．99』

0．16
0．19
0．24
0．91

0．96
0．28
0．52
0．60
0．19一’

0．47
0．50
0．22
0．06
0．19

0．25，
、0．20

0．22

S％

7．11
5、99
．1．93

0．81
、23．86

31．35L

6．97
6．07
10637
4．37』

29．07

1．87
2．67
3．39
23．84

28．63

4．42
10．77
11．58

1．89

12．07
16．40

3．61
1．88
5．74

3．03
2．95
2．48

いるものと，一様にうすく鉱染しているものとの2種に

』分けられる・熱維と考えられるもOlましばしば優申岩

質岩脈に伴う。富鉱部のrムク」鉱は国富3号坑にやΣ

大き’な塊状をなすもの（約300t，ほとんど採掘済）があ
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第　2　表1

番号

a
b
C
d
e

f
g
h
i
J
k
1，

m
n

試料採取地点
Ni
％
Co
％

譲

Cu
％

国富百尺露頭北端0．32”

洞’上　 中間0．30
同上　中聞0．36
同　上　　　南端1．11
国富3号坑坑口貯鉱0．86

国富2号坑1．08
国富4号坑1．41同 上　　　露頭，0．43

国富3号坑0．52
同上　　坑口0．55
国富2号坑坑口貯鉱1．44
大勝4号坑坑口貯鉱0．73

大勝2号坑1．05
近道鉱露頭0．94

一
1

0．060．20
0．0110．13

　10。030．19
　10・2110・11

1：鷲
0．23
0．06
0．07
0。03

0．10
0．09
0．16
0。21

0。51
0。71
4．17
0．38

0．13
0．71
0．32
0．44

Fe
％
S
％

　　16．221　9．37
12．66　　7．28

15。73　　9．30

38．67　32「．46

42．89　29。48

46。00　30．96　・

53。37　34．99．

18．00　11晒35
25．27　18．13

23．03　12．79

55．31　35．49
40．12　25．82

54．98　36．24
43。78　　9．22

るほかは，おおむね小塊状ないし脈状をなす。鉱染部の

走向・傾斜は未だ開発が進んでいないので全貌は判明し

ない。

筆者等が採取した試料についての分析結果が第1表お

よび第2表に示されて）・る。第1表は鉱染鉱，第2表は

「ムク」鉱であり，試料採取個所および番号は第2図お

よび第3図に示してある。

なお図版第1は「ムク」鉱における磁硫鉄鉱中に硫鉄

ニッケル鉱（Pentlandite）が火焔状に介在するもの（国　．

富2号坑坑内，試料番号f），また図版第IIは優白質岩

の破陣部を充填して黄銅鉱が胚胎するもの（国富3号坑

坑口，試料番号i）である。銅品位の高い鉱石は黄銅鉱

が磁硫鉄鉱と密雑して共存するものより，むしろ優白質、

岩に伴うものに多く，この種の黄銅鉱はやN後期の晶出　『

と考えられる。磁硫鉄鉱は径0．2～1mmの粒状をなす

ものが多く，有色鉱物の粒間を不規則に充揖しあるいは

黒雲母中に包裏され為Q

　　　　　．5．結、語
かつてもつぱら採掘の対象となつた「ムク」鉱は鉱量

が少ないので，今後の稼行の対象としてはむしろ鉱染鉱

を主とすぺきであろう。鉱染鉱は相当の鉢量を予想しう

るから，低品位鉱処理に一応の見通しがついた現在有望

な鉱山であろうと考えられる。

　　　　　　　（昭和27年8月調査）
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